
今⽇は安全保障とは何を何からどのように守るのかということについて、特に何から守るのかにつ
いてやる。安全保障の脅威とは何かについて考える。今⽇は少し外観をして、特に破綻国家につい
てやる。

基本的に、何から守るのかというと、国・国際社会・⼈間を脅かしているものである安全保障の脅
威とは何かと⾔うことである。おおざっぱに分けると、伝統的脅威、⾮伝統的脅威がある。伝統的
というのは、いわゆる国家に直接関わるものであるということである。⾮伝統的というのは国家以
外のものが動いたりすることである。
何が脅威になっているのか。

国家と国家の間の安全保障を伝統的安全保障といい、国家が脅威の発⽣源となっているものを伝統
的脅威という。

侵略、国境を侵犯するとか、ドイツがかつて⼆次⼤戦で現状に不満を持っているからポーランドの
⽅に侵攻して、国境を越えて領⼟を占領した。これを侵略という。国家が引き起こすもの。
国家と国家の間の安全保障を伝統的安全保障といい、国家が脅威の発⽣源となっているものを伝統
的脅威という。

⽇本の周辺、中国・韓国・北朝鮮・台湾海峡、領⼟紛争等々、いわゆる⾃分の周辺に関する脅威
を、地域安全保障上の脅威という。

地域周辺を越えた、中東や湾岸地域、アフリカ、中央アジアなどに関しては国際安全保障上の脅威
という。

国家が分裂して、国内紛争が起きる、例えば宗教や⺠族、パレスチナ問題とかアフガンの内戦など
の国内紛争も伝統的脅威に含まれる。国家を前提として、国家の中が崩れていき、紛争をするとい
うことなので。

９・１１以後の国家安全保障の脅威になりそうな不安定な地域を「不安定な弧」としている。こら
れについては詳しくは次回以降やる。今回は⾮伝統的脅威について詳しくやる。
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⾮伝統的脅威というのは⾮国家主体から発⽣する脅威というものである。

⾮国家主体が作為的に暴⼒を起こそうとするようなテロリズムが、昔は国内のものであったのだ
が、今はグローバル化してしまっている。

これは伝統的脅威とも繋がるが、例えば北朝鮮が国家として核開発を進めているが、国家が従事す
るものは国家の伝統的な脅威になる。しかし、最近問題なのは、⾮国家主体が核兵器を⼊⼿してし
まうのではないかということである。国家が管理していない核物質が⺠間で売り買いされているの
である。そういう国家が管理できていない放射能物質をどう管理するか、いかに拡散を防ぐかとい
う問題がある。もしテロリストに渡ってしまうと、それをアメリカで爆発させてしまうという恐
れ、危険がある。

例えばあるエスニック集団が他のエスニック集団を抹殺しようとする、例えば旧ユーゴスラビアと
か、ルワンダにおける紛争とか。

移⺠⾃体は問題ではない。その者気合いがちゃんと受け⼊れられれば問題にはならないのだが、得
てして格差が⽣じ、社会的に受け⼊れられず、例えばフランスのようにイスラム系の⼈の暴動が起
きるなどの問題がある。

拿捕などが脅威になる。

あとは⾮作為的な撹乱というのがある。
別に意図して危害を加えようとしているのではないけれども、結果的に国家・国際社会・⼈間に対
する脅威となっているというもの。環境破壊、通貨危機や疫病など。

次に、⾮伝統的脅威としての破綻国家を考える。

破綻国家というのは、テロとともにトップランクの脅威になっている。なぜ破綻国家が脅威になっ
ているのか。また、国家の対応⽅法としてどういうものが築かれているのか。
これはアフガンへの関与そのものの理論的基盤となっている部分である。なので、なぜアフガンは
破綻国家なのに、⽇本はアフガンの再建にもっと積極的に関与しないのかということが⾔われる。
そういう意味では⽇本の安全保障としても⼤事な部分である。
破綻国家というのは、国家が全く機能していない場所なのである。要するに、経済がうまくいかな
くて、何よりも政治が腐敗して破綻して、政府に対する反政府活動が発⽣して国内が混乱し、警察
軍隊が破綻し、みんな⺠兵になっていくという状況である。普通の⼦供を誰も守ってくれない、そ
ういう状況に陥った、国内紛争等の混乱から⽣じたのが破綻国家である。
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この破綻国家がどうなろうと⽇本の国家安全保障にとっては関係ないことである。しかし、⼈間の
安全保障の世界で介⼊してあげたらどうなのかという話である。しかし最近問題になっているの
は、こういう破綻国家がテロの温床になってしまっているという状況であり、破綻国家と国際テロ
が絡み、破綻国家の脅威が倍増しているということである。国際テロと関わってくると、スーダン
の例であるが、スーダンはビンラディンに基地を提供していた。最近またスーダンが不安定になっ
ているが、その場合またグローバルテロリズムが⼊っていくのかというのが問題になる。⼊ってい
くと、アメリカにとってはスーダンは可哀想な国ではなく、スーダンからテロリズムが発⽣しロン
ドンやニューヨークに⾏くのではないかという国家の安全保障に関わってきて、よってランクが上
がってしまうのである。スーダンのような破綻国家の問題が、遠いアフリカの問題ではなく、⾝近
な問題になる。
冷戦以後、このような問題が注⽬されるようになった。

このように、⼈道危機が起きている地域では、虐殺などが起きているのだが、ソマリア・ルワン
ダ・スーダンというのは破綻国家の事例である。
破綻国家という⾔葉は、９・１１以後出るようになった⾔葉である。

こういう基準でパブリックサービスをどの程度提供できているかを⾒た場合、

に分類される。⽇本語で⾔う破綻国家は、失敗国家と崩壊国家の間にある。

２００２年の段階で彼が挙げた破綻国家は、アフガン、アフリカのアンボラ、コンゴ、スーダンな
どである。ほとんどはアフリカに集中している。アジアでは東ティモールはまた不安定化してい
る。国家の国⺠に対する治安維持、経済市場、社会福祉サービスなどを提供できていない状況を破
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綻国家という。
北朝鮮は破綻国家か？経済だけ⾒ると破綻しているように⾒えるが、がっちりと独裁政権を握って
いて、治安が良いので、誰も反対意⾒を⾔えない。

破綻国家が発⽣すると、難⺠が発⽣する。ソマリアからは４２万⼈の難⺠が当時発⽣した。その中
で、普通難⺠というと国の保護を受けられず、国境を越えて外国に⾏かざるを得ない⼈を⾔うのだ
が、最近の問題は国内避難⺠（IDP）である。これは国外にも⾏けないくらい貧しくて、国内で⾮
⼈間的な⽣活を強いられているという⼈々である。そういう⾮⼈道危機的な状況が⽣じている。
そうすると、軍隊・警察が守ってくれないので、⾃警団を組み、⼩型武器をロシアや中国からの密
輸ルートを使って⼿に⼊れるということで、⼩型武器が拡散する温床にもなり、ますます⼈間の安
全保障が希薄になる。そして、国際テロの温床になってしまうということが問題になるのである。
だから著者は、アメリカは⼀⽣懸命イラクに軍事攻撃をするのではなくて、破綻国家の再建をする
ことこそが対テロ戦争に対処することができる⼿段なのであると主張している。

９２年、当時のガリ事務総⻑が⾔うには、「もう今までのようなPKOでは無理だ。PKOというのは
相⼿国の同意があって初めて介⼊できるのだが、⼈道危機が起きている場合に、ソマリア政府がな
い状態でどうやって⼈々を助けるのか、⼈道物資を送るのか。最悪の場合、相⼿の政府の確認をで
きない状態で強制的に国連の意志を押しつけると⾔うことであるが、それで物資を出し、⼈⺠を保
護するということをやらざるをえないんじゃないか」と提唱した。そのときはちょっと早すぎると
⾔うことで挫折した。しかし、その後このように、破綻国家・⼈道危機の例が進み、保護する責任
という発想が⼈間の安全保障委員会の報告書で書かれるようになった。これはあくまでも最終⼿段
なのだが、⼈道危機で協議すべき政府がない場合には、⼊らざるを得ないんじゃないかという論調
になっている。

ということで、破綻国家への対処⽅法としてはまず、紛争に対処する、⼈道危機が起きた場合に最
終⼿段として強制執⾏をやっても良いのではないかということである。ただ、⼀度治安維持をした
上で、国家を再建しなければいけないというときに、平和維持と平和の構築という⼆つの⽅向があ
る。まず武装している勢⼒の武装解除、次に武装勢⼒の動員を解除（軍を解散）、そしてそういう
⼈たちが社会に再統合できるように再雇⽤・就職をする、改めて軍隊・警察を作るという作業を通
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じて社会建設をしていく。このようなDDRが破綻国家への対処と⾔われている。
例えばBuy-backとあるが、ただ武器を取り上げるだけでは反感をもたれるので、お⾦を払って買
い取るというかたちでやるのである。いかにアフガンや東ティモールにDDRを組み込んでゆくかと
いうことが重要な課題となっている。
ミニレポ：「破綻国家」とは何か？それに対して⽇本はどのように対応すべきか？
（講義・ＤＶＤ・授業資料11⽉19⽇ファイルを踏まえて作成せよ）
提出⽇には１２⽉３⽇。次の授業の⽇。
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